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　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合
は、Ｊアラートを活用して防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報
メール等により緊急情報をお知らせします。

メッセージが流れたら、直ちに次の行動をとってください。
【屋外にいる場合】
・近くのできるだけ頑丈な建物や地下街などに避難する。
・近くに頑丈な建物や地下街等がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。
【屋内にいる場合】
・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。

　土砂災害とは、主に大雨や地震等が引き金となって発生する土石流・がけ崩れ・地すべり等の自然災害です。
　土砂災害から命を守るためには、何よりも日頃の備えと早期の避難が重要ですので、
『土砂災害防止月間』 を機に、皆さんも身の周りに潜む危険に目を向けてみてください。

　危険を感じたら早めの避難
◇危険箇所や避難場所、避難路を事前に把握
　危険を感じた時に安全に避難できるよう、事前に確認しておきましょう。
◇お年寄りや幼児は早めに避難
　避難の際、お年寄りやお子様など援護を必要とする方々
の移動には時間がかかります。余裕を持って早めに避難を
開始するようにしましょう。
◇危険を感じたら迷わず避難
　災害は突然やってきます。過去に土砂災害が発生してい
ないからといって、これからも発生しないとは限りません。
危険を感じたら、自ら率先して避難を始めましょう。

地すべり がけ崩れ

土石流

土砂災害の主な前兆現象

◎沢や井戸の水が濁る
◎地面にひび割れができる
◎斜面から水がふき出す

◎がけに割れ目が見える
◎がけから水が湧き出て
　いる
◎がけから小石がぱらぱ
　らと落ちてくる

◎山鳴りがする
◎急に川の流れが濁り
　流木が混ざっている
◎雨が降り続いているのに
　川の水位が下がる

●６月は土砂災害防止月間みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害

弾道ミサイルが落下する可能性がある場合にとるべき行動について

◇M IDSK I（ミヅキ）とは　
宮城県砂防総合情報システムのことです。
このポータルサイトでは、土砂災害に関する各種情報をご覧いただけます。
土砂災害の恐れのある場所の確認や、大雨時の情報収集などにご活用ください。
http://www.doshasaigai.pref.miyagi.jp/midski/

◆問い合わせ先　宮城県土木部防災砂防課砂防・傾斜地保全班　☎２１１－３２３２

◆問い合わせ先　総務課　☎３４５－５１１１

新しくなった

MIDSKIを
ご活用ください！

ミ　　ヅ　　キ
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大衡村消防団消防演習・黒川地区連合消防演習実施
　火災から地域住民の大切な生命や財産を守るとともに大規模災害の発生に備え、大衡村消防団消防演習
を実施します。
　また、今年は４年に一度の黒川地区連合消防演習が大郷町で実施されます。
　団員が日頃鍛えた操法訓練の成果を披露しますので、皆さんぜひご覧ください。

◇大衡村消防団消防演習◇
　◆日　時　６月１１日（日）午前９時
　◆場　所　小学校校庭（雨天時：小学校体育館）

◇黒川地区連合消防演習◇
　◆日　時　６月１１日（日）午後１時３０分
　◆場　所　大郷町野球場（雨天時：大郷町Ｂ＆Ｇ海洋センター）

大衡村総合防災訓練のお知らせ　～今年は行政区ごとの訓練です～
　地域住民が一体となり、災害発生時に迅速な対応を行うことを目的として、それぞれの行政区で防災訓練
を実施します。これまで１１月に実施していましたが、より多くの方々が訓練に参加しやすいよう時期を６
月に変更して行います。
　なお、訓練内容は行政区ごとにチラシ等によりお知らせします。
地域の防災力を向上させ、いざという時に家族や自分の身を守るため、ぜひ訓練に参加しましょう。
　◆日　時　６月２５日（日）午前９時
　◆場　所　各地区集会所
※訓練を中止する場合
・訓練当日午前６時現在、村内に気象警報等が発表されている場合や災害が発生している場合。

平成 2７年度行政区防災訓練の様子

◆問い合わせ先　総務課　☎３４５－５１１１

◆問い合わせ先　総務課　☎３４５－５１１１

　消防団では、団員を随時募集し
ています。
　自分たちの住む地域は自分たち
で守る。
　入団をお待ちしています！！

しょう。

合。


